

















前稿では，旧手工業 2 における「青い月曜日J 慣行を，現在にまで至る
この慣行の基本的なプロトタイプとして その基本的な特徴を描いた(第



















事例 1 : 172 年10 月，ウィーン，靴製造。
172 年 6 月に出された告示 Paten への抵抗，とくに次のような旧来の
権利(1.流入職人から職人植 Geslenlade への手数料支払い， 2. 青い月
曜日，……)の制限に対して抵抗スト，かなり長期，流血騒ぎ 7 名死
亡 2 名絞首刑 5 名逮捕。 (S.74-5)
事例 2 : 1736 年 9月，アウクスブルク O
一人の陪審 ein Geschworn が靴職人に職人宿での「すばらしい月曜
日」を認めたが，製本職人は彼らが知らないうちに陪審が靴職人との取
り決めを行ったとしてこれを認めず 他方で靴職人は彼らのほうが製本




うべき。 9 月26 日に職人宿での「すばらしい月曜日」開催が許可される o
(8.10- 9 ) 
事例 3 : 1764 年1 月，ヴュルツブルク，靴製造。
一人の職人が親方を侮辱し罰に従わずに全職人に職人宿に集合するよう
呼びかけた。職人には集会禁止。しかし数人が町を練り歩き，青い月曜
日を行った。首謀者は町から強制退去。 (8.10- 1 ) 
事例 4 : 1786 年末，プレーメン，靴製造。
職人は「青い月曜日」の伝統の継続として年間14 日の休日を要求。数週
間続いたストライキ。ストは成功したが，ストの費用は支払わなければ
ならなかった。 (8.2- 9 ) 




定。 (8.26- 7) 
事例 6 : 180 年 1月，ライプツイヒ，指物業。
l 月13 日に，ある親方の二人の職人が「すばらしい月曜日」を行い，親
方は彼らに火曜日には再び働くように要求した。しかし職人たちはその




人 die Geselenschaft はこの要求を支持し，宮中指物業者ホープマンは
経営を停止した。市会 der Rat が親方と職人の双方に罰金を科し，この
二人の職人が逸失賃金を支払えと要求したとき，抗争はエスカレートし
28 
た。 2 週間後の l 月27 日，全ての指物職人が仕事場を去って職人宿に集
まった。しかし全体としての職人は市会の最後通牒に従って，夕方に仕
事場に帰った。数人の職人，そして植職人(複数) die Ladengseln 
も告知なしに町を退去し 職人権の鍵も持っていってしまった。 (8.372
- 3) 





そこで職人たちは 6 月2 日に「あのカッセル人[職人]が留置所から出
てくるまで」ということで仕事をやめた。 6 月23 日には10 人の職人が
ストを行ってそのうち58 人が逮捕された。 7 月16 日まで次々にストを行




と通知した。 (8.40- 5 ) 
事例 8 : 1805 年 l月，ベルリン，鍛冶業。
祝宴 die Auflagen 禁止，祝宴負担金 die Auflagenbhr は仕事場で集






約告知の後に町を去り auswnder ，再び， 1795 年の鍛冶職ストのとき
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のように，ー解約告知権は「四週間内かっ14 日の解約申し入れ Auskn-
digun 後にのみ許される」と制限された。 (8 .4 20- 1 ) 
事例 9 : 1805 年 7 月，アウクスブルク，錠前業。
錠前業の陪審員 8chlosergschworen は 7 月 1 日(月曜日)にプロテス
タントの職人は「全員すべての仕事場から去って散歩に出るJ と告示し







職人層 die Geselenschaft は 次の月曜日までアウクスブルクを引き払
うと脅したが，手工業裁判所は先の決定を変えなかった。 (8.420- 1 ) 
以上の事例を通じてまず最初に明瞭に浮かび、上がってくるのが， r青い
月曜日」は職人にとって神聖な守るべき「伝統J であり， r権利j である，
という考えである。これは当局の規制に対する抵抗(事例 1， 8 )から明
らかになる場合もあれば，個別の親方との抗争(事例 6 ，7) や当該地域




生じた場合(事例 3 ，5 )でも，職人層の意思を示威する手段でもあった。
個別の職人-親方聞の抗争でも， r名誉」をめぐる問題は，あくまでも職
人層全体の問題だ、ったのである O
次に「青い月曜日J の内容についてみると，事例 6 (この事例では，火
230 
曜日まで「青くした blau machtenJ [=サボってしまった] )とおそらく
事例 7 が，飲み続けて仕事をしない場合だが，この史料集で圧倒的に多い
のは，職人層の集会・祝宴(事例 1，2 ，4 ，8 ，9) ストライキの手段とし
て(事例 3 ，5 ， 9) の場合である O これは，ストライキ運動についての史
料集というこの史料の性格ーーその意味では「青い月曜日」についての資
料としてはバイアスがかかっているとは言える一ーから，十分に理解され
るo その意味では，前稿で言及したが (372-- 3 ページ)，喜安が描き出し
た19 世紀前半のパリの労働者の「聖月曜日J6 とよく似た世界が浮かび上
がってきているわけである O もちろんのこと，おそらくは，抗争にまで至
らないポカ休的な「青い月曜日J も広範に存在したであろう O とはいえ，


























J. コッカは 19 世紀に階級形成が進展してゆく中で，親方-職人関係
が資本主義的な階級関係に変わってゆき，以上の「古来の名誉ある『青い
月曜日 jJ も，当局と親方からのいっそうの批判をあびるようになった点
をまず指摘している (8.35)0 しかし，他方でI r青い月曜日 j は職人で
はない他の労働者にも見られるようになっていた。たとえば，鉄道建設は
数ヵ月の渡り仕事でその作業場は分散的であり，個々の労働者は「青くし
よう "blaumchen “J [=サボろう]と思えばできた (8.367)0 またI 1860 
年代・ 70 年代でも，鉱山労働者においては規則的な月曜日労働は貫徹が困
難であった (8 .4 09) 0 












捉えられている O しかしその上で， I権利」と捉えられている点も注意を
引く O もちろん，この場合の彼の主たる関心は工業化の進展に伴う階級形
成にあるので，その限りでのなお残存する伝統的行動様式としての「青い

















持J っていないのである O つまりベーベルは，企業家とは若干異なるとは
いえやはり非難のまなざしでこうした労働者仲間を観察していた，と思わ
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れる O しかしこれとほぼ同時期の1854 年に，ある皮なめし職人は遍歴中の












簡単に我慢されたかもしれない時間のルースさ Unp 白血lichkeit. さらに
は自分の農地を耕作するために欠勤すること，また手工業においては『青
い月曜日』には昔から通常であったような，単に仕事に現れないこと，こ
れらすべては. r徹底的に組織され durchorganiserd 経済計算の手引きに
従う大経営ではもはや受け入れられなかったJ (8.37 1) 0 また， 1870 年代
前半と 1890 年代後半には労働者の移動Ar beiterfluktuation が広範に見られ
たが. 1生産過程の秩序だ、った経過にとってこうした労働行動と結びつい
ている諸問題に直面して，企業家の側がこれに対して全力で立ち向かおう












れる O 興味深いのは上記の後者の引用事例では， I青い月曜日 j と「青く













あう仲間同士の関係 das kolegiale Ver 悩 lltnis であったが， Iこの親方が，
月曜日の午後に一緒にアイムスピュッテルの市に教会記念祭のような催し









初の週の 5 日間にはたったの11 マルクだけで 2週目にはすでに15 マルク，
第3週には18 マルクに，そして私の週稼得額は最高2 マルクになった。に
もかかわらず，半日青い月曜日 ein halber blauer Montag をするのは稀で
























ボッホの研究 15 によりつつ見てみよう o 19 世紀の終わりころに， I家内工
業 Heimgwrbe となっている刃部束部接合工 Reidr では日曜日労働もあ
りふれたことであったのに対して， [手工業的性格の強い]水力研磨工や
蒸気力研磨工では日曜日休日は義務付けられており， 20 世紀に入ってまで
『青い月曜日』が行われていたJ (S.107) 16 0 つまり，家内工業ではなく，
手工業的性格が保持されている職種で「青い月曜日」慣行が広まっていた。
もちろん，企業の側は企業拡大とともに彼らのコントロールに努めていた。


















工業職人のハーパーマンの『回想録j から引用をしている O そしてこれに
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続けて， ，稼ぎが一定程度許すなら，最高度の労働集中度の局面には週最
初の長めの回復休養が続いた」と述べている O そしてもう一度， ，年をと
った労働者は若い同僚に次のように話した。週30 グルデンから40 グルデン
稼ぎ，その場合に l週間通して働くことは一度としてなかった。月曜日は
青い月曜にした blau gemacht werdn 。火曜日もまだ通常どおりではなく，
水曜日になってやっと調子が入り，土曜日まで勤勉に働いたJ，と『回想
録』から再び引用している (8.153-4) 0 つまり，前稿で考察した A. スミ
スと D. ランデスの「青い月曜日」の理解と関わっては，厳しい労働(，ぶ









るJ と述べて， K. レンナーの『回想録』から次のようなウィーンの問屋






















第一次大戦前の「青い月曜日J (1 聖月曜日J) について， 19 世紀以降に
おける手工業の伝統の点ではドイツとはかなり相違しているのではあるが，
ベルギーとフランスの事例を P.N スターンズによって 19 ここで付加し
ておきたい。












ベルギーでは， 1907 年のストライキについての報告書に， rベルギーの
労働者，とりわけ，しかしもっぱら手工業者 artisans というわけではない
が，彼らは，月曜日には土曜日と同じように短時間労働であるのは『大昔
t凶 e irnmeoaU からの慣習だ，と述べていたJ とある (p.19)o つま
り，伝統的な休みは手工業者において，そして工場工業 factory 加dustry
でよりも手工業的職種 craft で維持されていた 20 また同じくベルギー
で， 1907 年の炭鉱での労働時間についてのアンケート調査では， r聖月曜













間での休暇 an anul vactionJ ゃ「ーまとまりでの労働時間の削減 an
acros-the-board reduction of hoursJ を求める休日観につながる視点が登
場しているのである (p.239) 。ここで，前稿で見たようにI r青い月曜
日J と休暇や土曜半日休日は断絶している点 (380- 1ページ)を想起さ
れたい。
ワイマール期については，これまで依拠してきた G.A リッター編のド








「数十年たつうちに，労働強化 Intensivierug der Ar beit と労働時間濃縮
Verdichtung der Ar beitszeit は労働時間短縮および賃金上昇と組み合わせ
るという基盤の上に新しい合意が形成された。この条件の下で労働者は次
第に，一層高いテンポと一層強い労働の継続とに慣れていった。というの
も，時間との関わりの準一手工業的な自律性 die quasi 占andwerkliche
Autonmie des Umgans mit der Zeit の記憶が失われていったからである O
ゾーリンゲンで研磨工が電化によって再び部分的にはかつてのように家内
作業 Heimarbeit となったとき，この新しい家内労働者 Heimarbeitr は工







の中に求められる，というのは当然のこととなったJ (Radku ， S.27 ; 




形成の中に求められるJ のである O ここには，先にベルギーで見たような
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「仕事は，生活の限られた必ずしも楽しくはない一部分J という「新しい
仕事-レジャー区分 j を明確に読み取ることができる O この点以上に興味
を引くのは，先の合理化後の研磨工についての引用は，逆に考察してみる
と， r以前に青い月曜日をしていたときには満足は労働自体のなかに求め






登場するナチス期について見てみよう 240 ここでは「青い月曜日Bl au-
machenJ はまず¥他の時代でも「逸脱行動 "deviantes Verhalten “」と特徴
付けられるような行動様式，つまり自生的な自制心欠知からの暴力的対決，
アルコール消費，グズ，サボりBl aumchen ，仮病で休みKr ankfeirn 等，
のーっとして現われる O これらは，ナチ体制に対する同意 Konse なの
かそれとも異議 Disens なのか，を判断するのは非常に困難であるが，シ
ュナイダーは，基本的に「ナチ体制の下で個々人によって過度な要求と感
じられた(工業の)労働世界の規律・業績要求への「正常な "normal “J 反
応だ，と解釈している (8.692 ，743)0 そして，このような行動が出てく
る要因として，一方では次のような「不熟練労働力の労働規律欠如 mange-












よりも， r一層規律なく』反応したのだったJ (S.745) 。つまり， r青い月
曜日J は， r遅れた」地域での「不熟練労働力の労働規律欠如」で説明さ
れている O この点では，前稿で述べたような (378ι9 ペー ジ)， r青い月
曜日」慣行はむしろ高賃金の高熟練の職人によって遵守されていた場合と
は逆になっている点に注意されたい。他方では これらの行動が抗議行動



















as indepnt workes は，聖月曜日を好むので有名であった」と述べ，




といえる R. ベンデイツクスと S. ポラードの研究をまず見ておこう 260
ベンデイツクスでまず指摘されるのが，工場での雇用に対する抵抗ない
し嫌悪の原因となっている後方屈曲労働供給曲線 27 と捉えられる労働者



















働の習慣 the work habits characteristic of the peasnt houseld or the 
household workshp of the puting-out systernJ と密接に結びついている，








化するものであった。さらに農民の多くは，問屋制度 the puting-out sys-





















するのが自然だと思うが) 前稿でも述べたように (378 ページ)問題があ
ろう o r市況が再び活気付いたとき，手工業者たち artisans の聞には喜び
と満足が広がり，それに付随したのは，引き続く月曜日ごとの怠惰と気晴
らしであったJ28 ，がまず考えられる行動様式であろう O 好況のときにも
労働者は相変わらずマイペースで労働供給を増やさずに「聖月曜日J をす
るので，これが企業家の側に激しい批判を引き起こすことになる，という
理解で十分と思う o またそもそも，好況のときになぜ金曜日(だけ) r追
い込み作業」でがんばるのか，が説明できないと思う。
さらにベンデイツクスは， r問屋制度J における「古い習慣」に対して


















要因を考える o n家内工業 cotage industry の魅力』の理由というよりは，









ち着かず，放浪性のあること the ‘restles and rligratory spirit' j に不満を
訴えていたことが注目される O その結果工場主 manufcture にとって
最も価値があるのは，必ずしもより優れた労働者ではなし安定した労働
者であった。実際徒弟奉公を経た熟練工 the skiled aprenticed man は工
場に入るまでに身につけた労働の習癖 the working habits という理由から，
しばしば歓迎されなかったんこうした「労働の習癖j は，他の場合には
「不規則な習慣 iregular habitsJ とも表現され，さらに同じく工場の規律
に対立するものとして「手織工 handlom weavrs やメリヤス編工 frame-
work kniters のような，古くから確立した工業労働者 old-established in-


















つまり新種の，御しやすい労働者 docile labour を求めていた初期の企業
家たちの思いは，ここイギリスでもまたヨーロッパ大陸においても，きわ



















ったJ (282--83 ペー ジ， p.190- 1 )と述べている O
さて，その上で「聖月曜日」の把握については，ポラードはベンデイツ
クスと同様に，まずもって家内工業労働者に注意を向ける o n聖月曜日』
や祭日などの家内工業 domestic industry におけるごくありふれた伝統が，
いつまでも根強い問題として残されていた。織布工たち the weavers は，
『しばしば月曜日の終日と，火曜日の大半を遊んで過ごし，木曜日に夜遅
くまで仕事をし，そして金曜にはしばしば夜通し働く J のを常としていた。




であったjJ (269 ペー ジ， p.182) 0 つまり，ベンデイツクスと同4設にポ
ラードにおいても， r聖月曜日」はもっぱら家内工業の労働者に即して捉





























































ると，“Saint Monday “そのものの歴史を検討したリードの場合には， i聖
月曜日」は「手工業者の伝統における余暇の日」であり，担い手としては
「比較的高賃金の労働者 the beter paidJ が指摘されているが，職種は限
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られていない 320 彼は，工場都市 the factory towns (マンチェスター・ブ



























ボームのプロト工業化論 34 を素材に， I青い月曜日J とのかかわりで，農
村家内工業での労働供給について とくに都市の手工業と対比しながら検
討してみたい。
まず，農村でのプロト工業 Prot ・lndustrie は，基本的に家経済 Hauswirt-
schaft に基づく家内工業 Hausindustrie であったと捉えた上で，プロト工
業については家族経済 Familenwirtschaft の機能モデルが提起される O こ
の家族経済は， I因襲による社会一文化的に標準化された家族の生計 Sub-
sistenz の必要を確実に満たすことを目指すJ (S.98)0 こうした，いわば
「給養原則」をベースに， I後方屈曲労働供給曲線」が導出される O つまり，
外的な生産条件の悪化(たとえば市況の悪化)から労働収入の低下が生ず
ると，家族は労働支出を増加させる O 生計 Subsitenz が危機に陥れば，




の結果であるJ (8.10) 0 まさに問屋あるいは商業資本家にとって再生産
を拡大して利潤を増大させるために労働力の付加的供給が望ましいであろ
うときに， I労働供給曲線の後退 backwrd declining suply of labour 









るJ (8.13) 0 これに対して都市のツンフト営業 das stadtische ， zunftige 
Gewrb は，なるほど農村家内工業 landliche Hausindustrie と同様に，家


































プの場合は，当然未婚で独身である O 先に「青い月曜日J を通観したとき














ここでは， H.G ガットマンの研究 39 によって，アメリカでの「青い月
曜日」を考えてみたい。すでに前稿で述べたように， Encylopaedi Arn eri-
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can(1967 年版)および OED で"Bl auer Montag" と同様の意味を持つ“Bl ue
Monday" の項目があるにもかかわらず (384- 5 ページ)，これまでには
イギリスについては，筆者は“Bl ue Monday" の用例を見つけることができ
ず，確認できたのはもっぱら“St. Monday" ないし“holy Monday" であっ
た 40 。これは，以下のアメリカの事例から推測して，恐らく筆者の史料渉
猟不足に起因するものであろう O 識者のご教示をお願いしたいが，アメリ






1768 年，彼は貧民救済を非難し，イギリス人労働者 English workes に規
則的な労働習慣が欠けていることを嘆いて『わが労働民衆は聖月曜日 Saint















男女の労働習慣および願望と期待j を検討していく (3 ペー ジ， p.19)o 
その中で次の事例が挙げられている o 1836 年，ニュージャージー州のある
帽子製造業者は公の挨拶状の中で，自分がやっと「臨時雇いでない24 人の
立派な労働者」を得たこと しかも一人として「ブルー・マンデーの習慣
blue Monday habits という野蛮な悪風にも， r労働組合』主義という道徳
上の堕落にもJ 染まっていない，と自慢した，というのである (34 --- 6 
ペー ジ， p. 20) 0 ここでは，経営者の目から見て非難をこめて「前近代的
文化に根ざすJ rブルー・マンデーの習慣」が語られている o
工業化が進展していく 1843 年以降の「激烈な経済変化も，アメリカの旧


























『ブル}・マンデー』“ Blue Monday" は樽工にとって伝統のごときもので
あり，生産に関する限り，この日も多少は失われたのである o r今日はた
いした仕事はできない。明日は頑張るぞ』というのが月曜日のスローガン
のように思われた (5 --- 7 ペー ジ， p. 36- 7) 。以上は， rブルー・マン
デーJ，つまり「実際上週四日の労働と三日の週末という，労働とレジ
ャーが入り混じったJ r昔ながらのJ 伝統が強固に残存していたことを示
している 41 0 r手作り樽工(そしてとくに陶工と葉巻製造工)も懸命に働




















tisans や工場労働者 factory hands は，毎年の五月祭 a May festival を月曜
日に祝った。これが『レイパー・マンデー“Labor Monday" j であり，こ
の民衆の祝日はやがて州法に規定されて， rアメリカン・レイパー・
デー』となった。それは以前からの前近代的な労働習慣に根源を持ってい
たのであるJ (58--- 9 ペー ジ， p. 39) 0 
以上のように，ガットマンの考察にあっては，このアメリカで登場する
“Bl ue Monday" は，担い手の階層やその共同性等々の点から， ドイツにお
ける "Blauer Montag" と同様の意味を持つと考えて全く差し支えないと思
われる O そして“Saint Monday" も登場するものの，それ以上にしばしば
登場してくるのが，この“Bl ue Monday" なのである o そしてこの“Bl ue
Monday" は，独自の労働リズムを持つ「前近代的」ないし「前工業的」
な労働習慣を象徴するものであり しばしば儀礼的な共同性で祝われる O












横J) に，他方では“Bl ue Monday" から“Labor Monday" を経て「アメリカ
ン・レイパー・デー」への展開に見て取れるように，アメリカの“Blue
Monday" は労働組合ないし労働運動とのつながりを持ち続けたように思
われる点である O 少なくとも， ドイツとオーストリアについては，社会民
主党指導者たちの手厳しい批判的な"Bl auer Montag" 観はすでに見てきた。


















ここでは，職人機械工 a journeyma engier であるトーマス・ライト
によって1867 年に出版された本 43 を中心に イギリスにおける当時の




ライトはまず¥「聖月曜日」を，土曜日半休日 the Saturday half-holiday ， 
クリスマス・イースター・聖霊降臨祭での 3 日 ~1 週間の休日，地域のフ








な発明が，高度に熟練し高い賃金を得る数多くの一団の労働者 a numeros 






















さらにライトは，聖月曜日慣行を行う人々を， 4 種類 (4 派)の聖月曜
日崇拝者 Saint Mondayites に分けて考察している O 第一は，より裕福で落
ち着いた聖月曜日崇拝者であって，夫婦ないし若いカップルで海辺や郊外

















断を下している O まず， r遠足の形態の月曜休日[=第 l グループ]は，
それ自体として感心なことであって有益な性格である O それは各仕事日の
大部分の聞はどうしても仕事場の多かれ少なかれ不潔な空気の中で仕事を



















































思いをめぐらせて仕事着を脱ぐのである O その結果は次のようである O

























戻るのを強いられて， (一日の) 4分の l をベッドですごすという楽し
みなしに無駄にしてしまったという悩ましい思いで憂欝になる op-
presd のである o こうした彼らの難儀に突き動かされて自身の救済の





(p. 1l 2- 4 )。
この月曜日の朝の情景は，すでに前稿の末尾で述べた (387 ページ)， 
「働くために憂欝だ」という「ブルー・マンデー」の状況に酷似している
のである o このように， I仕事は，限られた必ずしも楽しくはない生活の
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これは『現代的な』週末への動きを現しているが，しかし新規の秩序化 a novel regu-
larization なのではないJ (p.140) 。またこうした規則的な一貫した労働と休暇の週
日の構造について， 1働く土曜日，家庭向けの日曜日，レクリエーションの月曜日
を含んだ，特徴的な『週末』が存在したJ (p.16) とも述べている。つまり，当
時から「聖月曜日」は確固たる休日として存在した，との主張である。筆者は，
労働と休暇の時間と週日について不規則性，規律のなさ，無秩序性を強調する主
張を批判したいという彼の趣旨は一定程度理解できるが，明確な労働と休暇の構
造があるということと，本稿で述べているように， IW 仕事は，限られた必ずしも
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楽しくはない生活の一部分』という新しい考え方が展開し，これに伴って，新し
い仕事一レジャー区分の進展が見られ」たということは，必ずしも矛盾しないと
思う。つまり，仕事の捉え方の変化に伴って余暇の捉え方も変化した，と考えて
いるのであって，変化する前が無秩序であった，と考えているわけではないので
ある。ただし，彼の研究，あるいはすでに述べたリードの研究からは，とくに18
世紀末から 19 世紀初頭にかけては「聖月曜日」はかなり広がりを見せて確固たる
休日の様相を呈していたことは十分に考慮すべきだろう。これがたとえばドイツ
ではどうであったのか，などについては，今のところ不明である。また，ハリソ
ンは，以上の論点について工場制の普及よりも都市化のほうに重点を置いている。
先の引用部分にある「とくに都市ではj の論点と併せ，家内工業労働者と手工業
(的)熟練職人との関連を考えていくにあたって興味深い論点も提起きれているが，
これら論点の消化については他日を期したい。
